
二
〇
〇
九
年
度
国
文
学
会
彙
報

二
〇
〇
九
年
度
国
文
学
会
活
動
状
況

△
新
入
生
歓
迎
会
▽
　
学
生
部
会
主
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
九
年
四
月
六
日
（
月
）
　
京
田
辺
校
地
生
協
食
堂

△
国
文
学
会
総
会
・
研
究
発
表
会
▽

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
九
年
六
月
二
八
日
（
日
）
　
寒
梅
館
２
Ｆ
２
０
３
教
室

・
総
会

・
研
究
発
表
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
大
貴
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
）

戦
後
的
「
デ
カ
ダ
ン
ス
文
学
」
の
形
成

－
流
行
作
家
　
坂
口
安
吾
を
め
ぐ
っ
て

△
国
文
学
会
研
究
発
表
会
・
講
演
会
▽

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
五
日
（
日
）
　
弘
風
館
２
Ｆ
２
５
教
室

・
研
究
発
表
会

　
　
創
作
探
偵
小
説
へ
の
試
み
と
「
読
者
」
の
表
象

『
新
青
年
』
懸
賞
探
偵
小
説
と
江
戸
川
乱
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
二
銭
銅
貨
」
を
中
心
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漣
夢
大
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
）

『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
に
お
け
る
浄
瑠
璃
作
品
の
利
用
に
つ
い
て

「
要
害
は
間
に
あ
は
ぬ
町
人
の
城
廓
」
を
中
心
に

回
帰
す
る
装
頓
－
『
氷
島
』
以
後
に
於
け
る
萩
原
朔
太
郎
装
頓
考
－
　
　
・
講
演
会

王
欣
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）

　
　
琉
球
の
国
文
学
に
つ
い
て
　
　
　
　
末
次
智
（
京
都
精
華
大
学
准
教
授
）

△
講
演
会
▽
　
院
生
部
会
主
催

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
二
六
日
（
月
）
　
寧
静
館
五
階
会
議
室

　
　
江
戸
時
代
の
書
籍
文
化
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
俊
幸
（
中
央
大
学
教
授
）

△
文
学
散
歩
▽
　
学
生
部
会
主
催

・
第
一
回
　
「
源
氏
物
語
の
ま
ち
・
宇
治
」
　
二
○
○
九
年
コ
ー
月
六
日
（
日
）

　
　
　
　
　
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
岡
弘
彬
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
）

『
梁
塵
秘
抄
』
二
七
七
番
歌
の
配
列
と
流
沙
葱
嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
沢
佳
菜
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）

中
学
校
で
の
随
筆
指
導
－
学
習
指
導
要
領
改
訂
を
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
戸
川
郁
子
（
大
津
市
立
北
大
路
中
学
校
教
諭
）
　
　
・
第
二
回
「
大
坂
×
大
阪
」
　
二
〇
〇
九
年
二
月
二
二
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
天
王
寺
な
ど

二
〇
〇
九
年
度
国
文
学
会
彙
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
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｜



　
　
　
　
　
二
〇
〇
九
年
度
国
文
学
会
彙
報

△
同
志
社
国
文
学
▽

　
第
七
一
号
　
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
〇
日
発
行
　
　
　
　
　
収
載
論
文
八
編

　
第
七
二
号
　
二
〇
一
〇
年
三
月
二
〇
日
発
行
　
　
　
　
　
　
収
載
論
文
八
編

△
国
文
学
会
会
報
▽
　
第
三
七
号
　
二
〇
一
〇
年
三
月
二
〇
日
発
行

二
〇
〇
九
年
度
修
士
論
文
題
目

　
　
芥
川
龍
之
介
の
作
品
に
お
け
る
比
喩
表
現

－
童
話
を
中
心
に

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
俗
聖
」

「
宇
治
十
帖
」
の
描
く
幻
影
－

相
聞
歌
の
真
相
－

陳

智
　
喩

篠
　
原
　
三
　
穂

小
　
林
　
歩
　
美

楼
　
井
　
ち
ひ
ろ

北
　
村
　
志
穂
梨

夕
顔
の
ゆ
か
り
に
関
す
る
一
考
察

植
物
・
色
彩
か
ら
見
る

葵
上
の
位
置
づ
け
と
夕
霧
の
誕
生
の
意
義

秘
め
ら
れ
た
藤
壷
の
思
い

紫
上
の
苦
悩
を
引
き
継
ぐ
女
性
た
ち

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
花
散
里
の
機
能

明
石
の
君
に
課
せ
ら
れ
た
役
割

明
石
入
道娘

に
託
す
将
来
－

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
女
三
宮

　
－
人
物
像
と
役
割
－

理
想
の
正
妻
、
女
三
宮

　
－
思
ふ
に
あ
か
ぬ
と
こ
ろ
な
き
女
人

『
源
氏
物
語
』
の
六
条
院
空
間
に
つ
い
て

　
－
組
み
込
ま
れ
た
女
性
達
の
カ
ー

女
君
た
ち
の
「
源
氏
物
語
」

第
二
部
の
構
想
に
関
す
る
考
察
－

コ
ー
○

平
　
賀
　
美
　
穂

逸
　
民
　
あ
ず
さ

中
　
野
　
貢
（
　
也

木
　
脇
　
可
　
那

楼
　
田
　
真
］
　
穂

滓
　
村
　
那
　
央

羽
　
畑
　
祐
　
希

富
　
永
　
小
百
合

北
　
浦
　
一
　
美

竹
　
本
　
智
　
子

平

寛
　
之

夕
霧
は
何
故
宇
治
十
帖
の
主
人
公
に
な
れ
な
か
っ
た
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
岡
　
友
　
絵

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
絃
楽
器
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
　
坂
　
美
奈
子

二
〇
〇
九
年
度
卒
業
論
文
題
目

　
　
柿
本
人
麻
呂
輯
旅
歌
八
首
の
構
成

　
　
笠
郎
女
の
表
現

『
丹
後
国
風
土
記
逸
文
』
浦
嶼
子
伝
説
に
み
る
玉
匝
と
禁
忌
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
川
　
裕
香
子

日
本
人
に
よ
る
梅
の
花
の
受
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
　
田
　
未
　
由

　
－
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
中
期
を
中
心
に

『
落
窪
物
語
』
の
復
讐
に
つ
い
て
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『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
絵
画
の
受
容

訓
読
漢
語
「
白
露
」
の
平
安
文
学
に
お
け
る
受
容
に
つ

『
源
氏
物
語
』
を
中
心
に

内
　
田
　
有
　
香

い
て

小

洋

園

子

松
　
田
　
宣
（
　
実

國
　
岡
　
美
貴
子

辰
　
巳
　
理
　
紗

福
　
井
　
景
　
子

木
　
谷
　
優
　
志

市

川

大

揮

稲

垣

美

保

平
　
岡
　
明
　
佳

高
　
山
　
あ
ゆ
み

岩
　
井
　
優
　
佳

慈
童
説
話
と
能
楽

不
老
不
死
の
喜
び
と
苦
悩
－

田
主
讃
め
歌
を
中
心
と
し
て

不
可
解
な
図
柄
に
注
目
し
て

い

て

金
　
剛
　
龍
　
謹

今
　
西
　
綾

加

畑
　
山
　
千
　
夏

井
　
原

悠

明
　
子

『
田
植
草
紙
』
考

『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
九
－
第

　
「
代
師
入
太
山
府
君
祭
都
状
僧

高
藤
説
話
に
お
け
る
虚
構

『
徒
然
草
』
に
お
け
る
月

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
超
越
的
存
在言五　　一

一
十
四
話

叩
」
の
独
自
性

『
平
家
物
語
』
武
士
に
お
け
る
最
期

『
高
倉
院
厳
島
御
幸
記
』
と
『
平
家
物
語
』
に
見
る
「
物
語
性
」

謡
曲
〈
泰
山
府
君
〉
論

謡
曲
『
三
山
』
考

　
－
構
曲
と
主
題
の
視
点
か
ら
ー

謡
曲
「
夕
顔
」
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
中
世
的
受
容

－
引
用
犬
謡
曲
独
自
の
表
現
方
法
を
め
ぐ
っ
て

『
平
家
物
語
』
が
能
に
与
え
た
影
響

平
知
盛
と
斎
藤
実
盛
の
物
語
か
ら

二
〇
〇
九
年
度
国
文
学
会
彙
報

御
伽
草
子
－
「
蛤
の
草
紙
」
の
独
自
性

瓜
と
桃
の
聖
性

「
瓜
子
姫
」
と
「
桃
太
郎
」
を
起
点
と
し
て

猿
蟹
合
戦
の
比
較
研
究

　
－
仇
討
ち
型
に
お
け
る
各
地
域
の
特
徴
を
踏
ま
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳

近
世
小
袖
と
古
典
文
学

川

平
　
城
　
里
　
佳

岩
　
崎
　
あ
ゆ
み

中
　
里
　
亜
沙
望

高
　
内
　
奈
緒
子

『
傾
城
島
原
蛙
合
戦
』
と
『
堪
忍
記
』

波
兎
紋
様
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
　
木
　
結
　
衣

　
－
謡
曲
『
竹
生
嶋
』
の
意
匠
化
と
そ
の
浸
透
－

近
世
広
告
文
研
究

　
－
引
札
と
古
典
文
学
に
つ

天
草
物
に
お
け
る
妖
鏡

一

一

一

一

お
初
と
徳
兵
衛
は
な
ぜ
心
中
し
た
か

－
悲
劇
『
曾
根
崎
心
中
』
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｜

｜
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｜



　
　
　
二
〇
〇
九
年
度
国
文
学
会
彙
報

『
忠
臣
金
短
冊
』
に
つ
い
て

初
期
忠
臣
蔵
物
浄
瑠
璃
の
視
点
か
ら

上
方
落
語
『
千
早
ふ
る
』
に
於
け
る
太
夫
「
千
早
」

　
の
成
立
と
生
き
方
に
つ
い
て

近
世
文
芸
と
人
作
化
物

草
双
紙
に
み
る
能
筆
家
と
「
書
」

八
百
板
　
朋
　
子

川

又

四
　
田

『
真
字
・
草
字
の
く
ら
ゐ
争
ひ
』
を
中
心
と
し
て

森
島
中
良
研
究

　
－
広
が
る
そ
の
影
響

地
獄
物
と
異
国
物

日
本
文
学
と
人
魚
伝
説

怪
異
と
悲
哀

岸大

川

瞳　　夕

沙
　
織

佳
　
子

廣
　
井
　
怜
　
子

溝
　
口
　
　
　
愛

丹
　
羽
　
良
　
恵

俣
　
野
　
奈
　
穂

劇
作
家
と
役
者

河
竹
黙
阿
弥
と
尾
上
菊
五
郎
に
み
る

一

一

一一

一

細
　
田
　
紗
　
代

九
代
目
市
川
團
十
郎
『
勧
進
帳
』
弁
慶
に
お
け
る
衣
裳
の
変
遷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
　
出
　
道
　
奈

歌
舞
伎
舞
踊
の
特
性
に
つ
い
て

芥

『
鏡
獅
子
』
を
中
心
に

西
　
口

結

岩
　
本
　
　
　
悠

吉
　
村
　
早
　
希

人

岩
　
崎
　
彩
　
香

並
　
川
　
貢
］
　
悟

上
　
野
　
あ
ゆ
み

川
と
『
除
睡
妙
』

歌
舞
伎
に
お
け
る
赤
姫
と
は

近
世
仏
書
と
の
関
わ
り
ー

『
女
形
百
姿
』
か
ら
見
る
赤
姫
十
六

歌
舞
伎
の
舞
台
を
作
る
も
の

　
ー
大
向
う
の
発
生
と
そ
の
在
り
方

「
舞
姫
」
「
普
請
中
」
に
み
る
浦
島
世
界

二
葉
亭
四
迷

『
彩
入
御
伽
草
』
と
小
平
次
譚

　
－
脚
本
化
に
よ
る
小
平
次
譚
と
一
人
二
役
の
融
合

漂
流
記
『
船
長
日
記
』
船
頭
重
吉
像
の
再
検
討

　
－
供
養
碑
建
立
を
め
ぐ
っ
て

遍
歴
小
説
の
研
究

ペ
リ
ン
ス
キ
ー
理
論
お
よ
び
哲
学
的
贈
鉄
に
　
村
　
上
　
俊
　
行

支
え
ら
れ
た
「
小
説
総
論
」

「
消
え
た
美
し
い
不
思
議
な
に
じ
」
に
お
け
る
不
幸

　
と
幸
福
の
対
立
に
込
め
ら
れ
た
未
明
の
想
い

－
未
明
童
話
の
暗
さ
の
理
解
の
た
め
に

『
清
兵
衛
と
瓢
箪
』
に
お
け
る
志
賀
直
哉
の
自
我
　
　
上
　
原
　
悠
　
輔
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『
智
恵
子
抄
』
初
期
の
詩
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
木
　
美
　
佳

「
人
形
」
と
『
青
塚
氏
の
話
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
　
瑠
　
衣

《
お
辰
》
か
ら
《
春
琴
・
佐
助
》
へ

《
下
寺
町
》
が
と
り
・
も
つ
「
春
琴
抄
」
と
世
　
大
　
谷
　
剛
　
司

話
人
形
浄
瑠
璃
劇

内
田
百
聞
「
山
高
帽
子
」

　
－
分
裂
す
る
自
己
－

佐
藤
春
夫
『
美
し
き
町
』

「
３
」
と
い
う
数
字
を
め
ぐ
っ
て

鏡
に
ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト
ラ

江
戸
川
乱
歩
『
鏡
地
獄
』
論
－

江
戸
川
乱
歩
「
押
絵
と
旅
す
る
男
」
論
－

「
道
徳
」
と
い
う
思
い
込
み

二
〇
〇
九
年
度
国
文
学
会
彙
報

野
　
田
　
紫
　
帆

渡
　
辺
　
幹
　
子

鶴
　
田
　
知
　
宏

楠戸
　
田

海
　
緒茜

中
　
村
　
早
　
江

人
間
・
梶
井
基
次
郎
論

『
冬
の
日
』
『
の
ん
き
な
患
者
』
に
お
け
る
表
　
森

静
　
香

「
生
き
よ
う
」
と
す
る
太
宰
　
谷
川
岳
に
捨
　
中
　
本
　
雅
　
子

い

て

い
訳

八
　
尾
　
穂
　
波

奥
　
名
　
宏
　
紀

野
　
口
　
大
　
介

山
　
下
　
吉
　
章

東
　
　
　
　
　
徹

高
　
畑
　
光
公
子

　
　
現
と
思
想
の
変
遷
－

発
禁
の
時
代
と
「
村
の
家
」
－
中
野
重
治
「
村
の
家
」
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
國
　
友
　
星
　
志

太
宰
治
「
銕
捨
」
か
ら
み
る
太
宰
治
論

て
て
き
た
も
の
と
は

太
宰
治
作
品
に
お
け
る
（
書
く
女
性
》
に
つ

「
千
代
女
」
を
中
心
に

太
宰
治
「
パ
ン
ド
ラ
の
匝
」

　
－
理
想
郷
と
し
て
の
健
康
道
場

太
宰
治
「
ト
カ
ト
ン
ト
ン
」
論

　
－
書
簡
に
隠
さ
れ
た
「
嘘
」
と
「
言

死
を
以
て
華
と
な
す

モ
チ
ー
フ
で
た
ど
る
人
々
の
記
憶

庄
野
潤
三
　
夫
婦
小
説
か
ら
家
庭
小
説
へ
の
過
程

『
氷
点
』
に
お
け
る
「
子
ど
も
」
の
役
割

遠
藤
周
作
の
宗
教
文
学
に
お
け
る
エ
ッ
セ
イ
的
文
体
と
自
己
救
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
島
　
基
　
成

一

一

一
一
一
一

「
注
文
の
多
い
料
理
店
」
に
お
け
る
自
然
対
文
明
の
対
立
構
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
根
　
さ
ゆ
り
・

宮
沢
賢
治
「
貝
の
火
」
考

『
疾
中
』
文
語
詩
考
察
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二
〇
〇
九
年
度
国
文
学
会
彙
報

安
部
公
房
『
カ
ン
ガ
ル
ー
・
ノ
ー
ト
』
論

「
都
市
へ
の
解
放
」
と
異
端
排
除
－

星
新
一
「
い
そ
っ
ぷ
村
の
繁
栄
」
に
見
る
寓
意

漬
岸
龍
彦
『
う
つ
ろ
舟
』
論

西
　
井
　
孝
　
典

野
　
村
　
宣
（
太
郎

仏
教
と
ニ
ー
チ
エ
、
『
豊
饒
の
海
』
へ
の
オ
マ
上
ン
ュ

対
比
構
造
に
よ
る
純
粋
さ
の
表
現
に
つ
い
て

島

藍

ケ
ン
に
投
影
さ
れ
た
村
上
龍
の
本
音

コ
ー
四

『
６
９
　
―
　
ｓ
ｉ
ｘ
ｔ
ｙ
ｎ
ｉ
ｎ
ｅ
　
―
』
に
見
え
る
対
称
性
　
里
一
　
髪
　
宜
　
嗣

と
二
つ
の
「
あ
と
が
き
」
を
も
と
に

子
ど
も
の
成
長
と
ぐ
腔
つ
な
い
万
ぶ
媚
丿
の
関
わ
り
に
つ
い
て

－
山
田
詠
美
短
編
集
『
晩
年
の
子
供
』
を
中
心
に

「
御
伽
草
子
」
の
「
あ
は
れ
」

国
産
自
動
車
の
塗
装
色
名
の
特
徴
に
つ
い
て

家
庭
版
医
学
百
科
に
お
け
る
病
気
の
名
称

－
語
構
成
を
中
心
に

近
年
の
子
ど
も
の
名
前
に
見
ら
れ
る
特
徴

恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
　
野
　
亜
里
沙

「
小
春
日
和
の
時
代
」
の
終
わ
り

　
ー
ポ
ス
ト
ー
フ
リ
ッ
パ
ー
ズ
文
学
と
し
て
の
『
ア
メ
リ
カ
の
夜
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
端
　
集
　
平

『
今
昔
物
語
集
』
の
強
調
表
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
滓
　
　
　
彩

小
説
の
冒
頭
部
分
の
文
の
傾
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
上
　
由
加
里

正
倉
院
文
書
に
見
え
る
色
名

「
赤
」
「
黄
」
「
青
」
「
黒
」
回
日
」
「
緑
」
「
紫
」
を
中
心
に

朝
　
倉
　
貢
（
　
理

林
　
　
　
ゆ
か
り

竹
　
滓
　
啓
　
二

吉
　
沢
　
桃
　
子

村
　
田

田
　
中
　
茉
里
恵

松
　
井
　
利
　
真

友
　
利
　
芙
　
美

阪
神
淡
路
大
震
災
・
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を
　
高
　
羽
　
文
　
月

義
　
典

「
忍
ぶ
川
」
志
乃
に
関
す
る
新
考
察

『
ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
』
に
つ
い
て
　
体
験
記
か
ら
児
童
文
学
作
品
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
　
村

「
本
当
」
と
「
ウ
ソ
」
と
が
相
睦
ま
じ
く
あ
る
為
に
綴
る
試
し
書

－
大
江
健
三
郎
「
奇
妙
な
仕
事
」
と
そ
の
時
代
　
辻
　
野
　
広
　
彦

と
の
関
係
に
寄
せ
て

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
に
お
け
る
死
に
つ
い
て

村
上
春
樹
に
と
っ
て
の
▽
几
九
五
年

　
　
通
じ
て
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
ー

村
上
春
樹
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
論

｜
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｜ ｜
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谷
川
俊
太
郎
の
詩
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
特
徴
に
つ

新
川
和
江
・
大
岡
信
の
詩
と
比
較
し
て

５
０
年
間
の
新
聞
を
用
い
て

語
彙
の
変
化
を
中
心
に

お
ネ
壬
言
葉
に
つ
い
て

男
女
差
を
中
心
に

い

て

い
て

冨

嶋

香

里

小

淵

祐

太

北

尾

文

依
　
田
　
典
　
子

山
　
上
　
智
　
子

鈴
　
木

則

宏

里

年

郎

小

森

結

香

李
　
　
　
柴
　
恩

山
　
北
　
智
　
美

清
　
水
　
美
　
沙

新
聞
見
出
し
の
表
記
と
語
彙

　
－
第
一
面
・
経
済
面
・
生
活
面
を
比
較
し
て

テ
レ
ビ
番
組
に
お
け
る
文
字
テ
ロ
ッ
プ
の
使
用
法

づ
フ
エ
テ
ィ
番
組
と
報
道
番
組
の
比
較

綾

裕
　
恵

下
　
村
　
吉
ｔ
美
子

田
　
中
　
絵
　
梨

マ
ン
ガ
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ベ
の
考
察

映
画
広
告
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
変
遷

新
聞
見
出
し
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
に
見
る
「
か
わ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
　
部
　
純
　
子

　
い
」
の
意
味
・
対
象

新
聞
に
お
け
る
住
宅
広
告
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
変
遷

－
待
遇
表
現
を
中
心
に

大
阪
府
交
野
市
の
中
学
生
の
方
言
使
用
に
つ
い
て

京
都
方
言
を
中
心
と
し
た
「
イ
ッ
パ
イ
ア
ッ
テ
ナ
」
の
広
が
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
　
場
　
千
　
夏

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
『
正
信
掲
』
に
お
け
る
節
博
士
の
特
性
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
　
井
　
淑
　
子

自
然
談
話
に
お
け
る
フ
ィ
ラ
ー
と
あ
い
づ
ち
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
益
　
田
　
真
］
　
衣

木
下
順
二
の
戯
曲
に
お
け
る
独
自
表
現
の
傾
向
に
つ
い
て
の
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
栄
里
子

コ
ー
五

い

て

テ
レ
ビ
番
組
に
お
い
て
男
性
が
使
用
す
る
女
性
語

大
学
生
の
言
葉
の
使
い
分
け
に
つ

小
学
校
用
国
語
教
科
書
に
お
け
る
複
合
辞
の
用
例
と
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
束

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
語
呂
合
わ
せ

日
本
に
お
け
る
韓
国
料
理
名
の
表
記
に
つ

漫
画
に
お
け
る
振
り
仮
名
の
機
能

映
画
題
名
に
お
け
る
文
字
表
記
の
変
遷

　
－
洋
画
と
邦
画
の
比
較
－

　
　
　
二
○
○
九
年
度
国
文
学
会
彙
報
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